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デレク・ベイリー　
Derek Bailey　1930–2005
1930年1月29日、イギリスのヨーク
シャー州シェフィールドに生まれる。独
学でギターを習得し、55年から65年
にかけて、ダンス・ホール、劇場、放送
局、レコーディング・スタジオなどで、プ
ロの “コマーシャル ”ギタリストとして従
事。60年代半ばからフリー・インプロ
ヴィゼーションを中心とした音楽活動
を実践する。70年、エヴァン・パーカー
らとともにフリー・ミュージックのレコー
ド会社〈インカス〉を設立。以降、ソロを
はじめ、自身が主宰する即興演奏家
の集団〈カンパニー〉とともに、インプロ
ヴィゼーションの可能性を追求。
2005年12月25日、MND（運動ニュー
ロン疾患）のため死去。翌年日本で開
かれた追悼コンサートには近藤等則、
大友良英、灰野敬二、大熊ワタルらそ
うそうたるミュージシャンが参加し、影
響のほどがうかがえた。 

［著訳者紹介］
ベン・ワトソン　Ben Watson
イギリスの音楽批評家。『ザ・ワイヤー』
『ハイ・ファイ・ニューズ』などの音楽
専門誌に寄稿。主な著書に『フラン
ク・ザッパ：プードル・プレイの否定弁
証法』などがある。

木幡和枝　Kazue Kobata 

東京藝術大学美術学部先端芸術表
現科教授。P.S.1現代美術センター客
員キュレーター。『この時代に想うテロ
への眼差し』『私は生まれなおしてい
る』など一連のスーザン・ソンタグの著
書も翻訳。 
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ギターについて真剣に考えれば、いずれベ
イリーにたどりつく。
そこで知ったことはその人の世界観を

粉 に々し、知っているつもりだった20世紀の音楽の

あらゆる事実について、あらためて考えさせられる
―芸術の意味、政治、階級社会、「良いアルバ
ム」の概念についても。 

「序章 自由について」より

ベイリーは主張している―即興ほど面白

いものはないと。そして、コンピュータによ
る電子音楽を聴くにせよ、ステージ・セッ

トを雷鳴のように駆け抜けるロック・グループを眺
めるにせよ、交響楽団が誰か天才の「名曲」を搔き
鳴らすのを聴くにせよ、次に何が起こるかを正確に

知っていることほどつまらなく、退屈なことはない、と。
「序章 自由について」より

即興演奏だなんて言ったって、単に下手く
そだってことだろうと僕は思い込んでい

た。ところが彼らの演奏を聴くと、下手だ
からではなく、意図的だということがつぶさに分か
る。上手いとか下手とかの問題ではなく、分析したく
とも出来るものじゃなかった。僕は技術の練習だけ
に夢中になりすぎていた、とも思ったね。̶ ［DB］

「第2章 ギタリスト稼業」より

スタジオ回りの仕事をしていた時期もあっ

た。……ところが、自分がそんなもの望ん
でいないことに気がついたんだ。長年求

めてきたことは絶対こんなことではない、と。幸い同
じ頃にあの連中に出会った。̶ ［DB］

「出会った連中」とは誰か。従来型の成功という枠
を押し広げる音楽の地平に立っていたトニー・オク
スリーとギャヴィン・ブライヤーズという名の、二人の
ミュージシャンである。三人はジョゼフ・ホルブルッ
ク・トリオと名乗って、その後のベイリーの音楽の方
向を変えるような演奏をした。これがジャンルとして
のフリー・インプロヴィゼーションの地盤を築いたと
も言える。

「第2章 ギタリスト稼業」より

即興は相変わらずゴミだ。̶ ［DB］

「最終章 インプロヴィゼーションに
ついて」より

フランク・ザッパから17世紀音楽まで  　
工作舎の音楽関連図書 ● 好評発売中
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